
「2020 卒業時習得していたい力」アンケート集計結果 

教務委員会 

アンケート対象者：2020年度卒業生 89名 

アンケート実施期間：2021年 3月 1日（免許申請説明会当日） 

収集方法：自記式アンケート用紙を趣旨説明と共に配布し、回収 

回収率：95.5%（85名／89名），有効回答率 92.9%～100% 

 

結果： 

１．教育目的、人材育成の方針、育成する 5つの「看護力」の周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２．「向き合う力」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３．「寄り添う力」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４．「看護実践する力」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



５．「連携・協働する力」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



６．「地域とともに歩む力」について 

 

 

 

  



考察： 

・昨年、郵送による回答としたことで回収率が悪かったため、今年度は看護師資格申請書類に関する

説明会の日に配布及び回収した結果、十分な回収率が得られた。 

・学生便覧や HPで、「教育目的」「育成する 5つの『看護力』」について認識しているかについて、

8割以上が認識しており、昨年の結果と大きな変化はなかったが、「人材育成の方針」について、約

76%と、昨年に比してやや低めの認識度であった。「人材育成の方針」の語の指すものが、思い描

けないのかもしれないと考えた。 

・5つの力については、経験したこと・理解したこと・これからの姿勢について、多くの学生が肯定

的な答えをしており、卒業時の教育効果目標としては概ね達成していると考えられる。昨年の結果

は、2018年度卒業生よりも高い結果で回収率は 3割という、積極的に学んだ学生からの回答が多

かった可能性を考察した。今年度は、昨年度に比してやや低めの結果ではあったが、4年間につい

ての振り返りや、現状についてはやや控えめながらも、今後の看護職としての自身の未来像関して

は、非常に積極的な意志を感じる結果が得られた。 

以上 


